
私たちは労働者の権利と空の安全の為 

争議の解決を求めています 

植木社長、貴方が解決してください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所  天王洲アイル JAL 本社前 

主催  JAL 不当解雇撤回国民共闘会議 

           ☎03-3742-3251 

「私の代で解決したい」 
（植木社長発言＠1/12経営協議会） 

＊最高裁から憲法 28条（勤労者の団結権）違反で断罪されてから、JALの憲法違反は

放置されたままです。 

＊東京オリンピック・パラリンピック組織委員会とパートナーシップを結んでいる

ILOの勧告に従い、ILO87号条約（結社の自由と団結権の保護）違反を是正し、公

式スポンサーの名に恥じない企業となるべきです。 

＊昨年 9月の羽田に続き、今年 1月ヘルシンキでエンジン火災発生。 

＊高稼働の為、健康を害して航空身体検査を通らないパイロットが毎月約 70名。 

＊CAの職場では、重労働、低賃金の為、退職者が後を絶たず経験者が育たない。 

 2018～2020 JALテーマ“挑戦、そして成長へ”を阻むものは、何といっても人手

不足です。被解雇者の職場復帰、希望退職者の再雇用は、それを改善するはずです。 

労使関係の正常化は安全運航の基盤、そして様々な社内の矛盾を解決するために、争

議解決が不可避です。元パイロットである植木社長が、かつて一緒に飛んだ同僚たち

を元の職場に戻すのが社長最後のケジメです。 

それが、の最後のケジメです。 

 
皆さま、

ご参加 

ください 


